
様式第 13号 

見積業者選定経過書 

 

１ 業 務 名 社会経済情勢の展望に関する意見交換会実施業務委託 

２ 応募者数 ２社 

 

３ 委員会の構成 

  委員長 

  委 員 

 

 

企画振興部総合政策課長（座長） 

企画振興部総合政策課 総合調整幹 

企画振興部総合政策課 課長補佐 

企画振興部総合政策課 担当係長 

企画振興部広報県民課 課長補佐兼県民の声係長 以上５名 

４ 選定基準 別紙のとおり 

５ 選定結果 

  選定された者 

  集計結果 

株式会社ながのアド・ビューロ 

合計点 ３５５点／５００点 

６ 企画提案を求める 

具体的内容 

① 本業務に対する基本的な考え方、取組方針 

② 仕様書案における「委託業務の内容」の具体案 

③ 業務の実施体制 

④ 業務の実施スケジュール 

⑤ 業務に要する経費 

７ 企画提案で評価された点 

ワークショップの企画内容・参加者の公募方法・成果の発信方

法が、他の参加者より優れた提案であり、また、類似業務の実績

や、業務管理体制から業務の確実な実施が見込まれたため。 

８ 総合的判断 総合的に審査したところ、当該業務に最適な者として判断した。 

 



（別紙） 

社会経済情勢の展望に関する意見交換会実施業務委託 
公募型プロポーザル審査基準表 

 

審査項目 審査内容 配点 

運 営 

（20 点） 

類似業務の履行実績などから、各業務の運営を円滑に行うこ

とが期待できるか。 
10 点 

運営スタッフの配置や業務管理の体制が整い、業務の進行管

理が適切に行える体制となっているか。 
10 点 

提 案 

（70 点） 

ワークショップの企画内容が、本業務の目的に沿ったものと

なっているか。 
20 点 

ワークショップの内容が具体的かつ明確になっており、参加

者の意欲を高めることができるものとなっているか。 
20 点 

ワークショップの参加者の公募につき、幅広くかつ創造的な

将来像が議論できるメンバーを集めることができるものとな

っているか。 

15 点 

ワークショップの成果を適切に言語化・ビジュアル化し、広く

県民に周知できるものとなっているか。 
15 点 

経済性 

（10 点） 

業務の実施に必要な経費が予算の範囲内で適切に見積もら

れ、費用対効果が見込まれるか。 
10 点 

合 計 100 点 

 


